
プロデューサーか、プラットフォームか？
出版社の存在理由と、電子出版のライツ動向 

2012/11/25 

弁護士・ニューヨーク州弁護士 

日本大学芸術学部客員教授 

福井 健策 



電子書籍と出版界の現状 

09年 国内電子書籍市場５００億円突破 
 国会図書館のデジタル化予算に１２７億円を計上 
12年 電子書店オープン相次ぐ。主要端末1万円切る。 
現在 アマゾン「キンドル」 約6万7000点？（日本語） 
  ※世界シェア6割、洋書含め145万3000点 

 ソニー「リーダーストア」 約6万7000点 
 楽天「Ｋｏｂｏ」 約5万8000点 
  ※洋書含め265万9000点 

 凸版系「ブックライブ」 約9万5000冊 
 「GALAPAGOS STORE」  約7万9000点 
 紀伊國屋書店「BookWebPlus」 約5万3000点 
 点数は鷹野凌「これでもう迷わない、電子書店完全ガイド」 ITmedia eBook USER より 



デジタルシュリンク：止まらない売上の低下 
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出版・雑誌 新聞 音楽CDなど 有料音楽配信 映像ソフト ライブイベント 

兆円 

縮小する文化産業 

（デジタルコンテンツ白書、ぴあエンタテインメント白書等による） 



MegaUpload逮捕の

衝撃   （同社HPより） 

海賊版被害の現状 

・「本拠地サーバー1000台、会費収入170億円、預金など50億円を押収」 
・「日本マンガ海賊版の90％はリーチサイト⇒サイバーロッカー経路か」 
・「P2P減少、アニメ・小説・ゲームもリーチサイトへ」 
・海外リーディングサイトの対策困難性 



出版社中抜き論の勃興 

グーグルブックス／KDP（キンドル・ダイレクト・
パブリシング）の衝撃と、「出版社中抜き論」 
 

出版権 「著作物を原作のまま印刷その他の
機械的又は化学的方法により文書又は図画と
して複製する権利を専有」 
 

⇒電子書籍の時代に、出版社は不要になる？ 



「隣接権は役に立つのか？」 

出版社の隣接権提案への批判： 
 

①「海賊版対策の役に立つのか？」 
②「契約で対応すれば良いのではないか」 
③一律に権利を与えることへの違和感 

④漫画原稿をはじめ、権利の分散化による作品死蔵
のおそれ など… 

 

⇒中川勉強会：「運用ガイドライン作成、紛争処理機
関の設置、権利の集中管理のあり方」 



「出版社は必要なのか？」 

出版社の機能論（理念上）： 
 

①作家を発掘し育成する「発掘・育成機能」 
②作品の創作をサポートする「企画・編集機能」 
③賞や雑誌の信用により推奨する「ブランド機能」 
④宣伝し展開する「マーケティング機能」 
⑤二次展開で窓口を務める「マネジメント・窓口機能」 
⑥コストと失敗リスクを負担する「投資・金融機能」 
 

電子書店による「中抜き」はクリームスキミングか？ 



出版契約の現状 

・書協「出版契約に関する実態調査」（2005年実施）： 
過去1年間の新刊書について、書面による出版契約書の
締結率45.9％ 

 

・書協新書式（2010年版）の場合： 
- 電子出版の独占許諾（従来は「優先権」などで条件は別
途協議） 
- 2次利用の処理委任 

- 期間（空白）：上記調査⇒契約書を交わした例でも、契
約期間の最多は3年間（回答者中37％）、5年以下が全体
の70％ 

⇔欧米の出版社の場合 



価格決定権を誰が持つか 

・米Amazonで起きた価格破壊 

 

・日経：「出版社による価格決めは違法の可能性」 
 ：「在庫リスクを負わないと再販価格」なのか 

 

・エージェンシーモデルと、米・EUの独禁法論争 

 

・「その価格決定権はどこに行くのか？」 
⇒4000の出版社から、少数の電子書店（プラット
フォーム）へ 



争点となる電子書店契約の条項（例） 

提供する電子書籍： 
提供する権限を持つ全ての電子書籍 or 最恵国条項 

⇔個別指定、予告期間を置いた取り下げ権あるか 

 

販売経路：「あらゆるサイト、デバイス…」⇔個別承認 

 

ユーザーの利用範囲： 第三者提供（ソーシャルリーディ
ング）、永久再ダウンロードの是非 

 

販売価格： 書店指定（希望価格による印税）、最恵条項 

 

準拠法と裁判管轄 



本の流通を支配するのは誰か 

プラットフォーム（電子書店）が握るもの： 
 

- どの本を売るかの「選択」 
- どう並べて何とリンクするかの「売り場構成」 
- どういうアルゴリズムで順位づけするかの「ラン
ク付け」 
- プラス価格決定権？ 

 

⇔「Googlization」とEUの問題意識 



ルールメイカーとしての 

          プラットフォーム 

・今、現実にビジネスと情報社会を動かしているの
は法か？プラットフォームのポリシーか？ 

 

・「出版社が交渉できるのは今だけ。2年後には『同
意』をクリックするのみになる」という予測。 

 

・今後情報のルールメイクはプラットフォーム、及び
それと正面から交渉できるプレーヤーだけが担う？ 


